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有森裕子さんから教わったよ



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

２

地震から身を守る９つのポイント

慌てて外に飛び出さない。屋内の方が安全な場合

もあります。

・テーブルやベットなど頑丈な家具の下にもぐりこ

む。

・座布団やクッションで頭をカバーする。

・四方を４本の柱で囲まれた

トイレや玄関は比較的安全

です。

・家具類の転倒防止等、配置

も考えておく

「火を消せ 」と大声で叫ぶことも大切です。

普段から、習慣づけが必要です。

建物がゆがみドアが開かなくなると危険です。

万一火災が発生しても、火が天井に届いていなけ

れば消火できるチャンスがあります。

消火器は必ず設置しておきましょう。

居住区の自然環境をよく知っておくことが大切で

す。

避難先をメモで張り出しておく。

住んでいる所に危険が差し迫ったときに避難を開

始する。それまでは、消火活動等のできる方は、消

火作業を行う。

お年寄りや身体の不自由な人、ケガ人などに声を

かけ、みんなで助け合う。

うわさやデマに振り回さ

れない。

地震直後は、携帯ラジオ

がない場合、カーラジオを

利用するのも一つの方法で

す。

南海地震は、歴史的に100～150年間隔でマグニチュード８程度

の地震が発生し、今世紀前半にも発生する恐れがあると予測されて

います。国の中央防災会議による東南海・南海地震が同時発生した

場合の被害想定では、甚大な被害が予測されていますが、住民の避

難意識などにより被害の程度が大きく異なることも示されています。

今回、地震から身を守り被害を最小限に食い止めるため、落ちつ

いて行動がとれるよう「いざという時の行動」を紹介します。

１．まず、身の安全を
（最初の揺れから瞬時の判断が必要です）

２．すばやく火の始末

４．火が出たらすぐ消火

５．狭い路地やブロック塀、がけや川べ
りに近づかない

６．山崩れ、がけ崩れに注意

７．避難は徒歩、荷物は最小限度に

８．協力し合って消火・救出・救護

９．正しい情報をつかみ、余震を恐れない

問い合わせ先

勝浦町総務課 ２－２５１１

防災訓練：演習サイレン放送

日 時 9月1日 午前10時10分

勝浦町では、防災の日に演習用緊急サイレ

ンを鳴らし、訓練の合図にするとともに、防

災意識の啓発を図ります。

なお、午前10時に予告放送をしますが、火

災ではないのでご了解ください。

防災特集

３．非常口を確保する



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

九
月
十
八
日

第
三
十
五
回
勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い

３

木造住宅の耐震診断をしてみませんか？

壁
の
割
合

２階建：1.2 ２階建：1.0 ２階建：0.7 ２階建：0.5 ２階建：0.3

平家：1.5 平家：1.5 平家：1.2 平家：1.0 平家：0.7

ＳＴＥＰ－１：まず、壁の割合を出しましょう。

１ お宅は２階建てですか？平家ですか？ → ○ ２階建 ○ 平家

２ 壁の割合にあてはまるタイプを下の ～ から選んで下さい。

○ 多い

四畳半中心の間取り

○ やや多い

六畳中心の間取り

○ 普通

十畳・十二畳中心の間取り

壁

○ やや少ない

建物内に一列程度の壁のみ

○ 少ない

建物内にほとんど壁がない

扉又は窓の部分

開口部（扉・窓など）は、
壁と見なしません。

☆壁の割合が不明確な場合は、
思っているよりも少なめのタ
イプを選んで下さい。

窓

壁
注

２ 地盤の状況を選んでください。

○ 良い 岩盤、丘陵地、台地など

○ 普通 はじめから平野部の場所

○ 悪い 大型トラックが通ると家がゆれるような地盤、田んぼや沼の埋め立て地など

Ｂ

地
盤
と
基
礎

地 盤
基 礎 良い 普通 悪い

鉄筋コンクリート造の連続した基礎 1.0 0.8 0.7

鉄筋がないコンクリート造の連続した基礎 1.0 0.7 0.5

ひび割れのあるコンクリート造の連続した基礎 0.7 0.5 0.4

その他の基礎（玉石、ブロックなど） 0.6 0.4 0.3

ｂ

その他の基礎

（玉石、ブロックなど）

鉄筋がないコンクリー

ト造の連続した基礎

ひび割れのあるコンクリー

ト造の連続した基礎

鉄筋コンクリート

造の連続した基礎

ＳＴＥＰ－２：地盤と基礎 １ 基礎の形状を選んで下さい。

○

柱

玉石

土台

鉄筋

○ ○ ○

ａ

木造住宅の簡易耐震診断
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下のタイプの中からあなたのお宅の建物の形にあてはまるものを選んでください。ＳＴＥＰ－３：建物の形

１ 建物を上から見たとき、おおよそ四角いか、凸凹しているかで判断してください。

上から見て整っている 上から見て凸凹している

○ ○

２ 建物を横から見たとき、２階が１階より出っ張っている個所があるかで判断してください。

横から見て整っている １階に壁のない空間がある

Ｃ

建
物
の
形

上から見ても、横から見ても整っている。 1.0

上から見て凸凹している。 0.9

１階に壁のない空間がある。 0.8

Ｃ

○

車庫等の空間

○

柱

下のタイプの中からあなたのお宅の壁の配置にあてはまるものを選んでください。ＳＴＥＰ－４：壁の配置

建物の１階部分の壁の配置です。

外壁の隅の一つの隅に壁がない外壁の隅の全てに壁がある

壁

○ ○

外壁の隅の一つ面に壁がない 外壁の隅の二つ面に壁がない○ ○

Ｄ

壁
の
配
置

外壁の隅のすべてに壁がある。 1.0

外壁の一つの隅に壁がない。 0.9

外壁の一つの面に壁がない・外壁の二つの隅に壁がない。 0.7

ｄ



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
三
十
一
日

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会

５

お宅の壁の中のすじかいはありますか？ＳＴＥＰ－５：すじかい

☆ 工事中に確認したとか、建物のどこかにすじかいがあれば「有り」とし、わからない場合は「無し」とし

てください。

窓 窓 窓

すじかい

柱

○ すじかい有り ○すじかい無し

Ｅ
す
じ
か
い

すじかい「有り」 1.5

すじかい「無し」 1.0

ｅ

☆ 腐ったり、シロアリに食われていませんか？

土台をドライバーで突いてみて、がさがさになっているかどうかを調べます。

特に、建物の北側と風呂場まわりは念入りに調べてください。

お宅の老朽度（建物のいたみ具合）にあてはまるものを選んでください。ＳＴＥＰ－６：老朽度

○ 健全（新築時の良い状態が続いている） ○ 柱が傾いたり、戸やふすまのたてつけが悪い

○ 腐ったり、シロアリに食われている

Ｆ
老
朽
度

健全（新築時の良い状態が続いている） 1.0

柱が傾いたり、戸やふすまのたてつけが悪い。 0.9

土台や柱などが腐ったり、シロアリに食われている。 0.8

ｆ

本町では簡易診断の結果などにより、専門家の診断を希望される場合の診断費用の助成制度は、平成17年度

から４年間で年間10戸程度実施する予定にしています。

対象となる住宅

昭和56年５月31日以前に着工された木造住宅

耐震診断補助基準額 国費 15,000円 県費 7,500円 町費 7,500円 個人負担 3,000円

問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－１５０１

総合評点 判 定 今 後 の 対 応

1.5以上 安全です。 家庭でできる防災対策を進めてください。

1.5未満
0.7以上

専門家の診断を要します。
専門家による診断を受け、
耐震性を確認してください。

0.7未満
倒壊または
大破壊の危険があります。

専門家による診断を受け、
補強方法について相談してください。

ａからｆの評点を記入し、かけ算を行って総合評点を出しましょう。

総合評点 ａ ｂ Ｃ ｄ ｅ ｆ
× × × × ×

総合評点

耐震判定表



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

６

エ
コ
ト
ピ
ッ
ク
ス

先
月
は
台
風
十
号
等
に
よ
る
災
害
の
た
め

ご
み
の
収
集
を
一
時
中
断
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間

「
し
ば
ら
く
ご
み
を
出
す
の
を
控
え
と
く
わ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
フ
ェ
ン

ス
の
外
ま
で
溢
れ
た
ご
み
袋
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
ん
で
く
だ

さ
っ
た
方
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

町
職
員
も
一
時
、
ご
み
の
収
集
に
回
り
ま

し
た
が
、
収
集
す
る
中
で
中
角
区
の
ご
み
の

出
し
方
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と

つ
の
整
理
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。
生
ご
み

の
汁
気
が
多
い
ご
み
袋
に
、
う
じ
虫
が
い
っ

ぱ
い
群
が
っ
て
い
る
フ
ェ
ン
ス
が
多
い
中
、

汁
が
た
ま
っ
た
袋
も
少
な
く
、
ま
た
、
生
ご

み
が
多
く
入
っ
た
袋
は
二
重
に
し
て
あ
っ
た

り
紙
に
く
る
ん
だ
り
と
、
ご
家
庭
で
の
ご
み

処
理
に
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し

た
。こ

れ
は
、
中
角
区
が
ご
み
の
出
し
方
等
の

啓
発
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
成
果

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
月
は
、
中
角
区
長
に
今
ま
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

ご
み
に
対
し
て
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た

ー
ご
み
の
問
題
に
、
区
と
し
て
取
り

組
み
を
始
め
ら
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ

で
す
か
。

松
浦

平
成
十
一
年
か
ら
で
す
。

ー
何
か
、
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で

す
か
。

松
浦

区
の
初
常
会
の
と
き
、
意
見
が
だ
さ

れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
フ
ェ
ン
ス
周
辺
の

整
理
は
保
健
部
長
さ
ん
が
気
を
つ
け
て
く
れ

て
ま
し
た
が
、
「
な
か
な
か
大
変
だ
。
み
ん

な
で
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で

始
ま
り
ま
し
た
。

ー
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

松
浦

中
角
区
に
は
ご
み
フ
ェ
ン
ス
が
二
か

所
に
あ
る
の
で
、
東
西
に
分
け
、
三
戸
一
組

で
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
に
フ
ェ
ン
ス
周

辺
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
指
定

の
ご
み
袋
以
外
の
袋
で
出
し
て
い
る
ご
み
は
、

指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
直
し
、
そ
の
ご
み
の

出
し
主
が
わ
か
っ
た
ら
保
健
部
長
さ
ん
が
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
番
の
ノ
ー
ト
を
回
覧
し
、
気
が
つ

い
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

区
長
と
し
て
も
、
区
会
の
と
き
に
は
必
ず

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
い
ま

す
。

ー
住
民
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
ど
う
で

す
か
。
「
面
倒
だ
」
と
い
う
よ
う
な
声

は
な
い
で
す
か
。

松
浦

「
き
れ
い
に
な
っ
た
な
」
と
い
う
声

は
よ
ー
聞
く
け
ど
、
「
面
倒
だ
」
と
か
「
た

い
そ
う
な
」
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
な
。

そ
れ
よ
り
、
ご
み
に
対
し
て
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

で
き
て
き
た
ん
で
は
な
い
か
な
と
思
う
で
よ
。

整
理
用
に
町
指
定
の
ゴ
ミ
袋
を
ノ
ー
ト
と

一
緒
に
ま
わ
し
て
い
る
け
ど
、
初
め
の
う
ち

は
、
そ
の
減
り
方
が
早
か
っ
た
け
ど
、
今
は

き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
、
減
ら
ん
よ
う

に
な
っ
た
よ
。

自
然
に
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
な
。

隣
で
奥
さ
ん
も
「
私
も
フ
ェ
ン
ス
の
横
を

通
る
と
き
は
必
ず
見
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、

他
所
の
フ
ェ
ン
ス
も
通
り
が
け
に
は
、
気
に

か
か
っ
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ
」
と

笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ー
ご
み
の
こ
と
で
何
か
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
何
で
も
結
構

で
す
。

松
浦

リ
サ
イ
ク
ル
に
回
せ
る
も
の
は
、
も
っ

と
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
す
よ
う
な
工
夫
を
し
た

い
。
ま
ず
は
、
今
、
ご
み
と
し
て
出
よ
う
ビ

ン
に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
よ

ん
や
け
ど
ね
。

回
覧
の
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
番
の
方
の
名
前
が
あ
り
、
そ
の
横
に

感
想
や
意
見
、
要
望
な
ど
が
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
ノ
ー
ト
の
書
き
入
れ
も
だ
ん
だ
ん
増

え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

中
角
区
の
取
り
組
み

区
民
が
当
番
制
で
フ
ェ
ン
ス
周
辺
を
清
掃

中角区長 松浦須美夫さん
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五
十
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九
月
十
八
日

第
三
十
五
回
勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い

毎
年
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一

日
曜
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日
と
定
め

環
境
衛
生
の
保
全
、
環
境
美
化
の
向

上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
「
清
流
に
緑

映
え

人
輝
く
ま
ち

か
つ
う
ら
」

づ
く
り
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
月
は
本
年
最
後
の
全
町

一
斉
清
掃
日
と
し
て
九
月

五
日

を
予
定
し
て
い
ま

す
。

各
地
区
の
区
長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ

ん
の
指
示
に
従
っ
て
、
地
区
の
実
情
に

あ
っ
た
方
法
で
、
一
戸
に
一
人
は
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

九
月
五
日

午
前
八
時
～

午
前
十
一
時
ま
で

〔
雨
天
の
場
合
は
、
次
の
日
曜
日
に
延
期
し
ま

す
〕

場

所

勝
浦
町
星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

料

金

家
庭
の
粗
大
ご
み
手
数
料

一
個

五
百
円
～
千
円

今
後
の
予
定

次
回
は
、
平
成
十
七
年
三
月

六
日

に
回
収
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他

次
の
ご
み
は
、
取
り
扱
い
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
農
機
具
類

・
農
薬

・
オ
ー
ト
バ
イ
・
バ
ッ
テ
リ
ー

・
産
業
廃
棄
物
・
事
業
系
廃
棄
物

生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ
り
、
ご
み
の
量

が
増
加
し
、
そ
れ
ら
を
処
理
す
る
経
費
も
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。

修
理
可
能
な
物
は
修
理
す
る
な
ど
、
廃
棄

物
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

７

家
庭
の
粗
大
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

特
定
家
庭
用
機
器
四
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
テ

レ
ビ
、
電
気
冷
凍
・
冷
蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機
）

は
、
事
前
に
郵
便
局
で
必
要
な
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ごく一部の会社の製品でこの料金と違うものが

あります。
別に一個につき、運搬料金2000円と郵便局での
手数料70円が必要です。

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵庫 4，830円

電気冷凍庫 4，830円

電気洗濯機 2，520円

リサイクル料金（標準）

救
急
Ｑ
＆
Ａ

な
ぜ
救
急
患
者
輸
送
車
に

「
ウ
ー
ウ
ー
」
と
い
う

サ
イ
レ
ン
音
が
あ
る
の
？

救
急
患
者
輸
送
車
は
、
救
急
出
動
時

に
は
「
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
」
と
い
う

サ
イ
レ
ン
音
で
走
行
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
赤
信
号
や
交
差
点
に
進
入

す
る
と
き
な
ど
危
険
な
状
況
で
は
、
交

通
事
故
防
止
の
た
め
「
ウ
ー
ウ
ー
」
と

い
う
消
防
車
と
同
じ
サ
イ
レ
ン
音
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
車
の
サ
イ
レ

ン
音
と
勘
違
い
な
さ
ら
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
課

二
―
二
五
一
一

（日）

（日）

（日）



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

８

シリーズ

中山間

中山間地域等直接支払制度における
多面的機能の増進活動の紹介⑥

星 谷

地区内のミニ八十八ヶ所（お四国さん）の整

備活動（大きな木の伐採やもみじ、さざんかを

植えている）を実施し、文化遺産の保存を進め

ています。

棚 野 大 谷

農家が協力して、イノシシ対策の深夜パトロー

ルを実践しています。

巡回は、集落の話し合いで始められ、イノシ

シが集落の農作物を食べ、園地を崩す被害対策

として、効果を発揮しています。

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 4,396

畑 313,529 84,492

計 313,529 88,888 3,936,473

代 表 者 森 内 智
協定参加者 68人

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 4,849

畑 120,865 3,483

計 125,714 3,483 1,503,966

代 表 者 大 谷 昇
協定参加者 20人

整備状況（お四国さん）

深夜のミカン園巡回（イノシシ対策）

お
母
さ
ん

｢

ケ
ン
ち
ゃ
ん
、
何
色
の
シ
ャ
ツ
が
ほ
し
い
？｣

ケ
ン
ち
ゃ
ん

｢

赤
が
い
い

｣

お
母
さ
ん

｢

赤
は
だ
め
よ
。
男
の
子
な
ん
だ
か
ら
、
青
か
緑

で
し
ょ｣

ケ
ン
ち
ゃ
ん

｢

い
や
だ

ケ
ン
ち
ゃ
ん
赤
が
い
い

｣

お
母
さ
ん

｢

男
の
子
が
赤
い
の
な
ん
か
着
た
ら
お
か
し
い
よ｣

こ
の
会
話
を
聞
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。
赤
は
女
の
子
の

色
で
、
青
は
男
の
子
の
色
な
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
ま
で｢

女
ら
し
さ
・
男
ら
し
さ｣

と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
や

｢

女
の
役
割
・
男
の
役
割｣

と
み
な
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
女
性
や
男
性
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
社

会
や
文
化
が
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た｢

社
会
的
・

文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別｣

を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
い
ま
す
。
私

た
ち
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
生
き
方
や
性

格
、
行
動
を
決
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
人
の

行
動
や
生
き
方
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
決
め
つ
け
な
い
こ
と
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
と
い
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
男
女
平
等
社

会
の
実
現
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
私
た

ち
の
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
敏
感
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て



講
師
陣
は
超
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
。
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
が
八
月
三
・
四
・
五
・

六
日
の
四
日
間
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
県
内
外
か

ら
三
十
二
人
（
町
内
か
ら
は
十
二
人
）
の
小
学
生
と
、
徳
島
大
学
の
学
生
十
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

八
月
三
日
、
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
を
や
っ
こ
連
と
う
き
う
き
連
の
阿
波
踊
り
で
歓
迎
し
、

キ
ャ
ン
プ
が
開
幕
し
ま
し
た
。

八
月
四
日
は
、
早
朝
か
ら
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
り
、
最
終
六
日
ま
で

伊
藤
徹
さ
ん
に
よ
る
デ
ュ
ー
ク
更
家
式
体
操
・
有
森
裕
子
さ
ん
の
か
け
っ
こ
教
室
、
佐
古

賢
一
さ
ん
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
金
哲
彦
さ
ん
の
陸
上
、
吉
成
佳
代
子
さ
ん
の
ス
ナ
ッ

グ
ゴ
ル
フ
、
中
嶋
譲
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
ア
ス
リ
ー
ト
と
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
地
元
の
野
菜
収
穫
と
そ
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
三
十
二
人
と
大
学
生
十
人
は
兄
弟
・
姉
妹
の
よ
う
に
接
し
、
充
実
し

た
四
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
三
十
一
日

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会

まちかど散歩みち

第
十
一
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
軟
式
野
球
大
会
勝
浦
町
予

選
が
、
七
月
二
十
六
日
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
八
チ
ー
ム
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
序
盤
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
中
盤
か
ら
終
盤
に
か
け
て
は
、
台
風
の

影
響
等
に
よ
り
雨
天
が
続
き
、
予
定
よ
り
も
三
日
遅
れ
の
決
勝
戦
と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
生
名
対
山
西
掛
の
対
決
と
な
り
ま
し
た
。
試
合
は
、
終
盤
に
打
線
が

爆
発
し
た
生
名
が
、
山
西
掛
打
線
を
一
点
に
押
さ
え
て
勝
利
し
、
昨
年
に
続
い
て
、

勝
浦
町
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
球

友

生

名

勝
浦
た
い
が
す

星

谷

坂

本

山

西

掛

集

豪

横
瀬
ク
ラ
ブ

優勝 生 名 第
11
回

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
in
徳
島
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machikado sanpomichi

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
出
来
ま
し
た
の
で

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

★

申
込
受
付
期
間

九
月
一
日

か
ら

九
月
十
五
日

ま
で
の
間

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
（
九
月
二

十
一
日

予
定
）
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

★

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

★

募
集
住
宅
名

☆

新
神
谷
住
宅
（
中
山
）
一
戸
分

木
造
平
屋
建
て

三
Ｄ
Ｋ

★

共
通
募
集
資
格

一

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
に
住
ん
で
い
る

方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住
所

を
移
し
引
き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方

二

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ

と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十
万

円
以
下
）。

三

単
身
者
の
方
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

四

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力

を
有
す
る
方

五

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

六

犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト

の
飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

★

家

賃

一

家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
一
か
月
一
万
九
千
百

円
か
ら
三
万
千
七
百
円
程
度
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
家
賃
は
、
毎
年
所
得
額
に

よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

二

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月
分

が
必
要
で
す
。

三

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る
費

用
等
は
、
入
居
者
の
負
担
で
す
。

★

入
居
の
時
期

十
月
一
日

予
定

★

そ
の
他

選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
町
営
住
宅
設

置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

次のとおり勝浦町ウォーク

ラリー大会を開催します。

日 時 ９月11日

午前８時30分～

場 所 生比奈小学校グラウンド集合

対 象 町内の幼児・児童・生徒とその保護者

参加費 無料

内 容 ５人で１チームをつくり、地図に従っ

て歩き、途中チェックポイントで問題

を解いたり、ゲームをしながら、ゴー

ルを目指します。

申込方法 チーム単位で申し込んでください。

それぞれの氏名・学校名・学年を勝

浦町教育委員会までお電話ください。

申込期限 ９月３日

申込・問い合わせ先 勝浦町教育委員会 ２―2125

勝浦町ウォークラリー大会
参加者募集

上 田 桂 輔 君

2004年度徳島県同和問題啓発推進強調

月間において同和問題標語ポスターに応

募した生比奈小学校３年生の上田桂輔君

の作品が、最優秀賞に輝きました。おめ

でとうございます。

徳島県同和問題標語ポスター
最優秀賞受賞

！��

10

（金）

（土）

（火）

（水）

（金）

（水）



情 報 ア ラ カ ル ト

町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

九
月
十
八
日

第
三
十
五
回
勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い

11

日

時

九
月
五
日

午
後
一
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

出

演

勝
浦
座･

勝
浦
高
校
民
芸
部
・

勝
浦
高
校
民
芸
部
卒
業
生

演

目

「
壺
坂
霊
現
記
霊
験
記

沢
市
内

よ
り
壺
坂
寺
の
段
」

「
傾
城
阿
波
の
鳴
門

巡
礼
歌
の
段
・
十
郎

兵
衛
内
の
段
」

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑

寺
子
屋
の
段
」

主

催

勝
浦
町
・
勝
浦
町
教
育
委
員
会

入
場
料

無
料

徳
島
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
を

間
近
で
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

よ
り
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
道
徳

心
を
育
て
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ

育
て
よ
う

感
謝
の
心

思
い
や
り
の
心

自
立
の
心

日

時

九
月
二
十
七
日

～
九
月
二
十
九
日

午
後
七
時
二
十
分
～

午
後
九
時
四
十
分

会

場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費

二
千
円
（
家
族
割
引
・
二
人
目
か

ら
千
円
、
学
生
・
千
円
）

申
込
先

勝
浦
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

生
名(
花
房
恒
夫
さ
ん
方)

二
―
三
一
九
七

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

勝
浦
町
子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
（
こ

ど
も
の
ひ
ろ
ば
）
に
お
い
て
、
五
月
か
ら
開

講
し
て
い
る
英
会
話
教
室
の
受
講
生
を
引
き

続
き
募
集
し
ま
す
。

講
師
は
ブ
ラ
ー
ド
さ
ん
に
代
わ
っ
て
九
月

か
ら
新
し
く
ト
ラ
ビ
ス
さ
ん
に
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
く
始
め
た
い
方

も
気
兼
ね
な
く
受
講
で
き
ま
す
の
で
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一

開

講

日

九
月
四
日以

降
毎
週
土
曜
日

二

受

講

料

二
千
円
（
四
回
／
月
）

三

教

室

キ
ッ
ズ
の
部
（
四
歳
以
上
）

小
学
一
・
二
年
生
の
部

小
学
三
・
四
年
生
の
部

小
学
五
・
六
年
生
の
部

中
学
生
の
部

一
般
（
大
人
）
の
部

四

予
定
人
員

十
～
十
五
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
に
は
受
講
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

五

講

師

ト
ラ
ビ
ス
・
ア
ー
ロ
ン
・
フ
リ
ン
ク
さ
ん

六

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
勝
浦
町
所
定
の
申
込
書

に
住
所
、
保
護
者
氏
名
、
児
童
氏
名
、
学
年

電
話
番
号
、
希
望
教
室
を
ご
記
入
の
上
、
勝

浦
町
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
込
書
は
勝
浦
町
福
祉
課
窓
口
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
継
続
受
講
者
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

七

申
込
締
め
切
り

随
時
募
集
の
上
、
定
員
に
到
達
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師
紹
介

現
住
所

徳
島
市
八
万
町
在
住

経

歴
一
九
九
八
年

米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
卒
業

一
九
九
九
年

七
田
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
カ
デ
ミ
ー

（
大
阪
）
／Wisdo

m

21(

大
阪)

英
会
話
講
師

二
〇
〇
一
年
四
月

米
国
シ
ア
ト
ル
市
立
語
学
セ
ン
タ
ー
／

同
ノ
ー
ス
シ
ア
ト
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
Ａ
Ｌ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

二
〇
〇
一
年
九
月

ワ
イ
ズ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
（
徳
島
）

英
会
話
講
師

二
〇
〇
四
年
六
月

ア
ル
フ
ィ
ー
英
会
話
（
徳
島
）英
会
話
講
師

そ
の
他

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
家
庭
教
師

等
英
会
話
指
導
に
携
わ
る
。

キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
休
館
日
の
お
知
ら
せ

毎
週

水
・
日
曜
日

九
月
か
ら
日
曜
日
が
新
た
に
休
み
と
な
り

ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

イ
ベ
ン
ト

Ｔravis Ａaron Ｆrink
（トラビス・アーロン・フリンク）
1976年５月24日生まれ（男性）

米国コロラド州出身

阿
波
人
形
芝
居

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
勝
浦
開
催

心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

の
ご
案
内

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

英
会
話
教
室
受
講
生
募
集

募

集

講

師

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育

講
師

石
崎
一
馬
、
池
田
道
子

趣

味

（月）

（水）

（土）

（日）

(財)



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

12

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

平

日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
物
心
両
面
に

お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、
五
年

ぶ
り
に
勝
浦
コ
ー
ス
が
採
用
さ
れ
た
五
十
回
の

記
念
大
会
を
経
て
、
来
年
の
お
正
月
も
従
来
ど

お
り
の
大
会
日
程
お
よ
び
試
合
形
式
で
、
五
十

一
回
目
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

選
手
も
こ
れ
か
ら
大
会
に
向
け
て
、
本
格
的

な
練
習
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人
練

習
、
合
同
練
習
に
お
い
て
路
上
で
の
練
習
の
機

会
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

一

道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も
走

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
な
る
べ
く
交
差
点
や
道

路
を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
）

二

夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト
を

下
向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

三

犬
の
飼
い
放
し
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
従
来
の
火
曜
日
・
木

曜
日
の
夜
か
ら
、
水
曜
日
・
金
曜
日
の
夜
に

変
更
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
九
月
か
ら
は
、
毎
週
日

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
勝
浦
中
学
校
集
合
と

い
う
こ
と
で
、
合
同
練
習
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
で
は
、
大

会
参
加
に
際
し
て
、
選
手
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

勝
浦
町
恒
例
の
町
民
体
育
大
会
は
、
十
一

月
三
日
の
祝
日
開
催
、
予
備
日
を
そ
の
次
の

日
曜
日
と
い
う
こ
と
で
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、｢

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
会

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
祝
日
よ

り
も
日
曜
日
の
ほ
う
が
仕
事
も
休
み
の
方
が

多
く
、
よ
い
の
で
は
な
い
か
？｣

と
い
う
声

が
あ
り
、
体
育
協
会
の
役
員
会
等
で
大
会
日

程
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
、
八
月
に
開
催

さ
れ
た
打
ち
合
わ
せ
会
に
お
い
て
日
程
等
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会
の
開
催
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

程
に
つ
い
て
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
、
ご
注

意
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大
会
へ
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

十
月
三
十
一
日

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
、
十
一
月
三
日（
水
・
祝
日
）

に
延
期
し
ま
す
）

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

お
知
ら
せ

９月15日 ９月８日 ９月１日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
作
ろ
う
。

★
運
動
会
の
歌
や
遊
戯
を
五
歳
児
か
ら

教
え
て
も
ら
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
八
・
九
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

★
紙
芝
居
・
歌
・
体
操
等
を
す
る
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
避
難
訓
練
を
保
育
所
児
童
と
し
よ
う
。

★
手
遊
び
・
歌
・
体
操
等
を
保
護
者
の

方
と
一
緒
に
す
る
。

★
厚
生
保
護
女
性
会
来
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
九
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

10月２日 ９月22・29日

★
運
動
会

場
所

生
比
奈
小
学
校
屋
外
運
動
場

時
間

午
前
九
時
三
十
分
～

午
前
十
一
時
三
十
分

※
雨
天
時
は
生
比
奈
小
学
校
屋
内
運
動

場
（
体
育
館
）

★
園
庭
開
放
日

午
前
九
時
四
十
五
分

～
午
前
十
一
時
十
五
分

保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒
に
運
動
会

の
歌
を
歌
っ
た
り
、
体
操
等
を
し
た
り

し
よ
う
。

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら
の
お
願
い

（水）

（日）

（水）（水）

（水）（水）



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
三
十
一
日

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会

13

勝
浦
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会

町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
の
方
々
に
対
し
て
、
感
謝
と
敬
意
、
ま
た

ご
長
寿
の
お
祝
い
を
目
的
と
し
た
敬
老
行
事

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
各
行
事
を
、
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
い
ず
れ
の
行
事
も
基
準
日
は
平
成
十

六
年
九
月
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
長
寿
者
の
方
の
、
ご
長
寿
と
健
康

を
祝
福
す
る
た
め
、
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
祝

状
・
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

①
該
当
者

満
九
十
五
歳
に
な
ら
れ
た
方

白
寿
、百
歳
、百
歳
以
上
の
方

②
実
施
日

九
月
一
日

③
会

場

該
当
者
宅
（
施
設
入
所
者
は
各

施
設
を
訪
問
し
ま
す
）

第
三
十
五
回

勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い

高
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
、
感
謝
と
ご
長

寿
の
お
祝
い
を
目
的
と
し
た
町
民
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
、
米
寿
・
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
々

へ
の
記
念
品
贈
呈
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

推
進
功
労
者
表
彰
な
ど
を
行
い
ま
す
。

①
該
当
者

案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

今
年
の
該
当
者
は
満
七
十
四
歳
以
上
の
方

で
す
。

②
実
施
日

九
月
十
八
日

③
会

場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

受
付

午
前
八
時

開
会

午
前
十
時

④
備

考

横
瀬
奈
保
育
所
児
童
に
よ
る
歌

と
踊
り
は
、
午
前
九
時
四
十
五
分
か
ら
の

予
定
で
す
。

八
十
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
、
長
寿
祝

い
と
し
て
敬
老
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

①
該
当
者

満
八
十
歳
以
上
の
方
で
、
過
去

一
年
間
勝
浦
町
に
住
所
が
あ
る
方
（
転
出

を
一
年
間
さ
れ
て
い
な
い
方
）

②
実
施
日

勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
受

付
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

③
備

考

慶
祝
訪
問
に
該
当
さ
れ
て
い
る

方
は
、
訪
問
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

去
年
に
引
き
続
き
、
送
迎
バ
ス
を
二
台
運

行
し
ま
す
。
運
行
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

勝
浦
川
北
岸
コ
ー
ス
（
今
山
か
ら
）

午
前
八
時
出
発

①
今
山
ふ
れ
あ
い
交
流
館

②
今
山
銀
杏
の
木

③
黒
岩
中
央
橋
北
詰
め

④
星
谷
四
つ
角

⑤
星
谷
西
尾
さ
ん
宅
前

⑥
第
四
分
団
（
中
山
）
消
防
詰
所
前

⑦
横
瀬
西
停
留
所

会

場

県
道
徳
島
・
上
那
賀
線
コ
ー
ス
（
石
原
か
ら
）

午
前
八
時
三
十
分
出
発

①
徳
島
バ
ス
石
原
停
留
所

（
各
停
留
所
前
で
停
車
し
ま
す
）

②
横
瀬
西
停
留
所

会

場

県
道
徳
島
・
上
那
賀
線
コ
ー
ス
（
坂
本
か
ら
）

午
前
八
時
三
十
分
出
発

①
徳
島
バ
ス
黄
檗
上
停
留
所

（
各
停
留
所
前
で
停
車
し
ま
す
）

②
横
瀬
西
停
留
所

会

場

今
年
度
中
に
、
百
歳
に
到
達
さ
れ
る
方

掛
谷

岡
タ
カ
ノ
（
九
九
歳
）

百
歳
以
上
の
長
寿
の
方

中
角

柴
田
ヤ
ス
ヱ
（
百
二
歳
）

中
山

坪

井

カ

ズ
（
百
一
歳
）

星
谷

坂
口
キ
ク
ヱ
（
百
歳
）

※
敬
称
略
、
掲
載
は
年
齢
・
誕
生
日
順
で
す
。

※
表
中
の
年
齢
は
、
す
べ
て
平
成
十
六
年

九
月
一
日
現
在
の
年
齢
で
す
。

今
年
度
の
敬
老
行
事
に
つ
い
て

送
迎
バ
ス
の
お
知
ら
せ

注
意帰

り
の
送
迎
バ
ス
は
、
「
勝
浦
川
北

岸
コ
ー
ス
」、「
県
道
徳
島
・
上
那
賀
線

コ
ー
ス
（
坂
本
方
面
）
」
（
と
も
に
午
後

零
時
三
十
分
発
）
、「
県
道
徳
島
・
上
那

賀
線
コ
ー
ス
（
石
原
方
面
）」（
午
後
一

時
三
十
分
発
）
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
送
迎

の
た
め
、
で
き
る
だ
け
家
族
の
方
、
近

所
の
方
と
乗
り
合
い
な
ど
で
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。

～

勝
浦
町
の
ご
長
寿
者
紹
介

～

青
木
タ
ケ
ノ

中

津

枝

橋

谷

住

榮

駒
津
コ
ツ
ユ

田

村

チ

カ

上
野
ア
サ
ヱ

平
畠
サ
ク
ノ

早
川
ヨ
シ
ノ

谷

ヲ
タ
ネ

菅
内
コ
イ
ソ

殿
川
キ
ク
ヱ

高
尾
智
惠
子

丸

田

亀

尾

阿
部
カ
メ
ノ

日

浦

義

雄

中

瀬

英

夫

北
野
ア
ヤ
ノ

氏

名

山
西

生
名

沼
江

掛
谷

横
瀬

坂
本

生
名

棚
野

横
瀬

坂
本

棚
野

坂
本

山
西

坂
本

坂
本

横
瀬

沼
江

地
区

九
十
五
歳

九
十
五
歳

九
十
五
歳

九
十
五
歳

九
十
五
歳

九
十
六
歳

九
十
六
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
八
歳

九
十
八
歳

九
十
八
歳

九
十
八
歳

九
十
八
歳

九
十
八
歳

九
十
九
歳

年
齢

ご長寿おめでとうございます

ますますのご健康とご長寿をお祈りいたします。

慶

祝

訪

問

敬

老

年

金

（水）

（土）
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国民年金保険料の前納制度
国民年金だより

お手元にお送りしております納付書つづ

りの中に、６か月前納用（平成16年10月分

～平成17年３月分）がありますので、その

納付書で６か月分をまとめて納めるとお得

です。

「月々納めた場合」

13,300円×６か月＝79,800円

「前納した場合」

79,150円 ６か月で650円お得です。

※ ただし、６か月前納は10月末日までしかで

きません。それ以降の前納は納付する月分か

ら平成17年３月分までとなります。

納付書の無い方で前納を希望される方はお

近くの社会保険事務所までお申し出ください。

○半額の承認を受けた期間は？

免除といっても、あくまでも半額分の免除

ですから、残り半分の保険料（月額6,650円）

は納めなければなりません。後日郵送される

半額分の納付書により納めてください。

○いつまでに納めるの？

通常の保険料と同じように、翌月末が納付

期限となります。納付期限から２年以上が経

過しますと、時効により納められなくなりま

す。

○老齢基礎年金との関係は？

半額の保険料を納めた期間は、老齢基礎年

金額を計算する際に、保険料を全額納めた場

合と比べ３分の２の額で計算されます。

○半額の保険料を納めなかったら？

半額の保険料を納めないと、未納期間とな

り、受給資格期間や年金額にまったく反映さ

れません。

最近、社会保険事務所の職員を装った詐欺事

件が全国的に多発しております。手口は電話に

て個人情報を詐取するケースや自宅を訪問して

保険料や手数料と称してお金を騙し取るケース

などさまざまです。

社会保険事務所の職員、国民年金推進員およ

び国民年金保険料収納指導員は、身分証明書を

携帯しておりますので、あやしいと感じたら身

分証明書の提示を求めてください。また、委託

した民間会社からの電話でのご案内時には、勤

務先や口座番号等の個人情報までお尋ねするこ

とはありません。

不審な電話や文書を受け取っ

た時には、直ちに徳島社会保

険事務局または徳島南社会保

険事務所までご連絡ください

ますようお願いします。

問い合わせ先

勝浦町住民課 ２－1501

徳島社会保険事務局 088－634－1170

徳島南社会保険事務所 088－652－3111

保険料を前納することにより
割引があります。

半額保険料の納め忘れにご注意を

定 期 保 険 料

不審な訪問者や電話等にご注
意ください。
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国保と医療費

人間ドック

脳 ドック

癌 検 診

成人病検診

人間ドック
検査項目

内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小

板数、ヘマトクリット値、ＧＰＴ、

ＧＯＴ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ｒ－ＧＰＴ、

ＺＴＴ、Ｔ－ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ、

蛋白分画、Ｔ－ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵＮ、

ＵＡ、Ｎａ、Ｃ１、Ｋ、クレアチニン、

血糖、ＨＢＳ抗原、ＨＤＬコレステロール、

ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線および超音波検査

胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、

腹部超音波

心臓検査 心 電 図

費 用 36,000円

（自己負担 5,400円・補助金額30,600円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 ９月1５日から10月20日までの病院指定

日

募集人数 30人（申し込み順とします）

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方および前期高齢

受給者の方。ただし、老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象

になりません。

対 象 者

申 込
方 法

申 込
締め切り日

国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参の上、勝浦町税務課へお申し込みください。

定数になり次第締め切ります。

※詳しくは勝浦町税務課国保係〈 ２-1503〉までお問い合わせください。

脳ドック
検査項目 神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集脳

検査、聴力検査、ＭＲＩ(脳の断面図)、Ｍ

ＲＩ(脳血管の画像診断)、頚部頚動脈

費 用 40,950円

（自己負担 6,100円・補助金額 34、850円）

医療機関 阿南共栄病院

期 間 平成16年９月27日から平成17年２月16日ま

での病院指定日

募集人数 30人（申し込み順とします）

癌検診
検査項目 男性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９、ＰＳＡ

（膵臓癌、胆管癌、大腸癌、胃癌、肺癌、

前立腺癌等）

女性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９

（膵臓癌、胆管癌、大腸癌、胃癌、肺癌等）

費 用 男性 8,300円

（自己負担 1,300円・補助金 7,000円）

女性 7,500円

（自己負担 1,200円・補助金6,300円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 ９月15日から10月20日

までの病院指定日

募集人数 50人（申し込み順とします）

を受けてみませんか
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一つの言葉から

「
自
由
に
さ
せ
て
下
さ
い
」

病
室
の
掃
除
を
し
て
い
た
私
は
、

そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
声
に
、
一
瞬
ぞ

う
き
ん
を
持
つ
手
が
止
ま
っ
た
。
看

護
師
さ
ん
が
車
椅
子
に
乗
せ
よ
う
と

し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

「
自
分
で
で
き
ま
す
か
ら
」

そ
う
言
っ
て
、
お
ば
あ
さ
ん
は
時
間

を
か
け
な
が
ら
車
椅
子
に
腰
を
か
け

た
。
傍
ら
で
は
、
看
護
師
さ
ん
が
少

し
戸
惑
っ
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
て

い
た
。

私
は
二
年
生
の
終
わ
り
に
、
職
場

体
験
を
行
っ
た
。
「
マ
イ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
題
し
て
、
五
日
間
職
場
体

験
を
す
る
場
に
、
将
来
医
療
関
係
の

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
私
は

迷
わ
ず
病
院
を
選
ん
だ
。
病
院
で
は

高
齢
者
の
介
護
を
体
験
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
私
の
家
は
、
核
家
族
で
あ

る
。
父
と
母
、
そ
し
て
私
の
三
人
家

族
。
高
齢
者
の
介
護
と
い
う
慣
れ
な

い
仕
事
に
対
し
て
、
不
安
と
緊
張
が

高
ま
る
の
を
ど
う
し
て
も
お
さ
え
ら

れ
な
か
っ
た
。

い
ざ
病
院
で
の
職
場
体
験
が
始
ま

る
と
、
シ
ー
ツ
交
換
、
食
事
や
入
浴

の
介
助
、
衣
服
の
着
脱
の
手
伝
い
、

オ
ム
ツ
交
換
の
手
伝
い
、
病
室
の
掃

除
、
車
椅
子
介
助
な
ど
、
何
も
か
も

が
私
に
は
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
。

最
初
は
、
一
日
が
終
わ
る
と
、
疲
れ

と
反
省
ば
か
り
が
残
っ
た
。
看
護
師

さ
ん
を
は
じ
め
病
院
の
方
々
の
て
き

ぱ
き
と
し
た
機
敏
な
動
作
に
感
心
す

る
一
方
で
、
自
分
の
力
不
足
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
日
が

た
つ
に
つ
れ
、
仕
事
に
も
ず
い
分
慣

れ
て
く
る
と
、
患
者
さ
ん
の
表
情
な

ど
に
も
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
勇
気
を
出
し
て
こ
ち
ら
か

ら
話
し
か
け
て
み
る
と
、
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
る
お
年
寄
り
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、

「
あ
り
が
と
う
」

「
気
持
ち
よ
か
っ
た
よ
」

と
言
わ
れ
た
時
の
嬉
し
さ
は
格
別
だ
っ

た
。そ

し
て
迎
え
た
最
終
日
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
日
入
院
し
て
き
た
お
ば
あ

さ
ん
は
、
車
椅
子
に
座
る
時
も
、
入

浴
の
た
め
衣
服
を
脱
ぐ
時
も
、

「
自
由
に
さ
せ
て
下
さ
い
。
自
分
で

で
き
ま
す
か
ら
」

と
繰
り
返
し
言
う
の
だ
っ
た
。
お
ば

あ
さ
ん
は
、
車
椅
子
に
は
な
ん
と
か

自
分
で
腰
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
が

ズ
ボ
ン
を
脱
ぐ
と
き
に
は
手
伝
い
が

必
要
と
な
っ
た
。

（
ど
う
し
て
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た

の
だ
ろ
う
か
）

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
お
ば
あ

さ
ん
の
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ

た
。
年
を
と
る
と
身
体
の
機
能
が
低

下
し
、
一
つ
一
つ
の
動
作
に
も
た
く

さ
ん
の
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
。
そ
の
た
め
、
少
し
で
も
そ

の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
周
囲

の
人
の
手
助
け
が
必
要
と
な
る
。
た

し
か
に
周
囲
の
人
の
手
助
け
が
あ
れ

ば
、
何
で
も
手
早
く
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
本
当

に
お
年
寄
り
の
た
め
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
知
ら
ず
知
ら
ず
に
お
年
寄
り

の
自
立
を
妨
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い
が
、
頭

の
中
を
よ
ぎ
っ
た
。
あ
の
お
ば
あ
さ

ん
は
、
家
で
も
時
間
を
か
け
な
が
ら

自
分
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
、
病
院

で
も
同
じ
よ
う
に
や
り
た
か
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
高
齢
者
を
介
護
す
る

上
で
大
切
な
こ
と
―
―
そ
れ
は
、

「
自
立
」
を
支
え
る
こ
と
な
の
だ
と

教
え
ら
れ
た
気
が
す
る
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
そ
の
「
自
立
」

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
お
年

寄
り
に
対
し
て
、
ま
ず
そ
の
人
を
よ

く
理
解
し
た
上
で
、
ひ
と
り
で
で
き

る
こ
と
は
何
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な

援
助
を
し
た
ら
よ
い
の
か
考
え
て
接

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
お
年

寄
り
と
暮
ら
す
家
庭
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
今
、
お
年
寄
り
を
理
解
す
る

機
会
も
減
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り

生
活
習
慣
も
物
の
価
値
観
も
違
う
お

年
寄
り
。
私
た
ち
は
で
き
る
だ
け
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
そ
の

思
い
や
気
持
ち
を
く
み
取
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
大
切

な
こ
と
は
、
介
護
す
る
側
の
考
え
を

一
方
的
に
押
し
つ
け
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
年
寄
り
本

人
が
自
分
で
す
る
よ
う
に
励
ま
し
、

忍
耐
強
く
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、

「
自
立
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず

で
あ
る
。
そ
し
て
、
介
護
を
受
け
て

い
る
お
年
寄
り
の
持
て
る
力
を
最
大

限
に
引
き
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、

生
き
る
意
欲
や
喜
び
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

職
場
体
験
最
終
日
、
も
う
一
つ
の

出
来
事
が
あ
っ
た
。
お
年
寄
り
の
方
々

を
前
に
フ
ル
ー
ト
を
演
奏
す
る
機
会

を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
、

五
日
間
職
場
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
お
礼
の
気
持

ち
を
こ
め
て
、
一
生
懸
命
演
奏
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
」
「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ど
を

演
奏
し
た
が
、
フ
ル
ー
ト
の
奏
で
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
て
、
一
緒
に

歌
っ
て
く
れ
た
お
年
寄
り
の
姿
が
、

今
で
も
目
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
お

年
寄
り
と
心
が
通
い
合
っ
た
よ
う
な

気
が
し
た
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

五
日
間
の
職
場
体
験
は
、
私
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

仕
事
の
難
し
さ
と
と
も
に
、
高
齢
者

を
理
解
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
知
っ

た
。
平
均
寿
命
が
大
幅
に
延
び
、
ま

す
ま
す
高
齢
化
が
予
想
さ
れ
る
今
、

介
護
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
自
立
を
支
え
励
ま
す
介

護
は
、
お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り
の
人

権
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

そ
ん
な
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
た

め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
は
何
か
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
ま
ず
、
身
近

に
い
る
お
年
寄
り
と
ふ
れ
合
い
、
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

第
23
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
よ
り
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朝
食
を
忘
れ
し
事
を
責
め
も
せ
ず
犬
は
喜
び
午
後
の
餌
を
食
う

棚
野

田

中

久

子

あ
な
た
よ
り
長
生
き
し
た
る
を
告
げ
な
が
ら
近
づ
く
盆
の
墓
洗
い
お
り

横
瀬

平
山
美
千
江

ス
ー
ツ
着
て
出
て
行
く
吾
へ
声
掛
く
る
嫁
の
言
葉
に
背
筋
を
伸
ば
す

横
瀬

廣
安
美
枝
子

贅
沢
も
出
来
ず
夕
餉
の
茄
子
を
焼
く
妻
の
う
し
ろ
姿
に
過
ぎ
し
歳
月

坂
本

平

尾

智

男

茄
子
ト
マ
ト
胡
瓜
も
も
ぎ
て
の
帰
り
道
老
い
の
心
は
は
し
ゃ
ぎ
て
お
り
ぬ

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

今
朝
活
け
し
白
百
合
の
香
が
診
療
を
終
え
た
る
部
屋
に
匂
い
初
め
る

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

堤
防
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
月
見
草
マ
ラ
ソ
ン
の
子
等
の
よ
け
て
走
り
ぬ

立
川

堀

梅

子

峡
の
谷
に
今
年
も
蕗
の
生
い
た
ち
て
よ
ろ
こ
び
の
ご
と
そ
の
色
の
濃
し

坂
本

木

下

茂

子

今
採
っ
た
ば
か
り
と
友
が
持
ち
く
れ
し
胡
瓜
光
れ
り
不
揃
い
な
れ
ど

横
瀬

日

下

克

子

豊
明
殿
天
皇
陛
下
に
ご
拝
謁
夢
か
と
一
瞬
吾
を
忘
れ
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

大
型
の
台
風
接
近
聞
き
な
が
ら
ト
マ
ト
の
支
柱
に
汗
出
し
急
ぐ

棚
野

島

つ
と
む

つ
れ
づ
れ
に
寄
り
し
花
屋
に
乱
れ
咲
く
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
前
離
れ
が
た
し
も

生
名

柳

田

末

子

先
を
ゆ
く
父
母
の
姿
を
見
て
育
ち
真
似
を
し
て
た
ら
い
つ
し
か
今
に

茨
木
市

錦

見

武

節
く
れ
て
荒
れ
し
わ
が
手
を
眺
め
つ
つ
七
十
余
年
の
農
に
生
き
来
て

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

山
仕
事
も
畑
仕
事
に
も
軍
手
は
き
戦
争
で
な
い
の
に
軍
手
と
言
え
り

坂
本

山

口

昭

市

わ
が
道
を
決
め
て
旅
立
つ
娘
の
幸
を
天
に
任
せ
て
夫
と
見
送
る

横
瀬

丸

関

朋

子

簾
越
し
の
目
線
に
啼
け
る
鶯
の
あ
ま
り
の
近
き
に
我
の
退

し
り
ぞ

く

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
に
体
験
の
子
等
の
声
ひ
び
き
て
山
里
活
気
が
戻
る

坂
本

菅
内
久
美
子

勝
浦
高
校
の
気
さ
く
な
教
師
に
学
び
つ
つ
時
を
忘
る
る
学
校
行
事

沼
江

福

田

房

子

ハ
ナ
、
ハ
ト
、
サ
イ
タ
サ
イ
タ
サ
ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
そ
ん
な
昔
を
と
り
戻
し
た
い

中
山

山

下

房

雄

汗
か
い
て
背
丈
ほ
ど
あ
る
草
刈
り
し
昔
は
元
気
も
生
き
甲
斐
も
あ
り

横
瀬

林

と
み
え

満
足
を
少
し
残
し
て
刻
迫
る
同
窓
会
の
別
れ
を
惜
し
む

中
山

溝
内
喜
美
代

夢
も
な
く
移
り
来
し
勝
浦
に
一ひ

と

生よ

過
ぎ
子
等
に
ふ
る
里
残
し
安
ら
ぐ

棚
野

田

中

茂

子

掌
に
豆
腐
を
切
る
は
神
技
な
り
古
希
に
し
て
な
お
至
ら
ざ
る
我

棚
野

殿

川

早

苗

花
に
癒
え
世
に
癒
や
さ
れ
て
の
八
十
路
生
き
永
ら
え
い
る
は
有
難
き
こ
と

中
山

栗

城

絹

万
能
を
冠
す
る
葱
の
食
感
を
不
満
に
思
い
つ
つ
う
ど
ん
を
す
す
る

与
川
内

植

松

寄

子

適
当
な
発
汗
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
避
け
た
い
の
は
人
前
の
冷
汗

喜
楽
苑

中

瀬

英

夫

庭
先
に
紫
色
の
花
一
輪
狂
い
咲
き
お
り
木
蓮
の
花

中
山

猪
谷
喜
美
代

布
を
干
し
母
子
が
泳
ぎ
し
勝
浦
川
昔
の
夏
は
風
雅
で
あ
り
し

中
角

岡
本
ハ
ツ
エ

次
回
作
品
募
集

九
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

〈
選
の
後
に
〉

今
回
は
、
い
い
作
品
が
あ
っ
て
た
の
し
く
選
歌
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

田
中
久
子
さ
ん
の
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
人
間
に
朝
飯
を
忘
れ
た
ら
何
と
言

う
だ
ろ
う
か
。
平
山
美
千
江
さ
ん
は
夫
の
短
命
を
悲
し
み
墓
を
洗
い
な
が
ら
つ

ぶ
や
く
姿
が
あ
る
。
廣
安
美
枝
子
さ
ん
の
は
「
嫁
の
言
葉
に
背
筋
を
伸
ば
す
」

で
嫁
の
言
葉
が
想
像
で
き
る
。
平
尾
智
男
さ
ん
は
、
長
い
歳
月
の
妻
の
苦
労
に

感
謝
す
る
姿
が
あ
る
。
森
脇
ア
ヤ
子
さ
ん
は
、
作
物
を
収
穫
す
る
よ
ろ
こ
び
が
、

下
句
に
表
現
さ
れ
て
よ
い
歌
と
な
っ
た
。

次
に
、
い
つ
も
思
う
こ
と
だ
が
、
も
っ
と
勝
浦
の
歌
が
見
た
か
っ
た
。
自
然

の
美
し
い
勝
浦
の
姿
を
歌
い
残
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

鶴
山
や
星
谷
寺
の
裏
見
の
滝
。
平
石
山
。
婆
羅
尾
峠
、
仏
石
。
長
者
が
原
、

杖
立
て
。
岩
船
神
社
の
森
。
そ
し
て
稼
勢
の
山
々
に
立
川
連
峰
。
立
川
に
は
化

石
や
恐
龍
の
里
が
あ
り
、
ケ
ヤ
キ
の
鳥
居
は
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。

狸
谷
（
ま
み
だ
に
）
や
分
教
場
の
あ
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
。
八
間
の
滝
や
ご
お
つ

り
。
川
で
は
勝
浦
川
の
旧
横
瀬
橋
や
三
本
渕
、
東
へ
下
っ
て
八
石
（
は
ち
い
し
）

中
山
の
神
谷
の
ド
ン
ガ
ン
渕
、
昔
の
横
瀬
小
学
校
前
に
あ
っ
た
青
淀
の
ハ
ナ
オ

リ
の
渕
。
そ
れ
か
ら
中
山
の
オ
オ
ハ
ゲ
と
言
わ
れ
た
禿
山
（
は
げ
や
ま
）
は
い

ま
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。
小
学
生
の
頃
に
、
小
枝
を
手
折
っ
て
尻
に

敷
き
、
ス
キ
ー
の
よ
う
に
滑
っ
た
も
の
だ
。
消
え
去
っ
て
行
く
も
の
に
は
愛
惜

の
情
が
湧
く
も
の
だ
。

坂
本
の
旧
ト
ン
ネ
ル
、
ま
た
前
川
に
も
稼
勢
に
通
ず
る
小
さ
な
土
の
ト
ン
ネ

ル
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
立
川
の
分
教
場
や
棚
野
に
あ
っ
た
（
今
の
勝
浦
郵
便
局

前
）
棚
野
小
学
校
。
坂
本
小
学
校
は
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
と
し
て
見
事
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
華
々
し
く
活
動
し
て
い
る
。
学
校
の
こ
と
を
書
い
た
ら
思
い
出
す

の
は
、
横
瀬
小
学
校
の
「
学
校
祭
」
に
は
横
瀬
の
商
店
街
が
商
品
で
「
山
車

（
だ
し
）
」
を
作
り
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
横
瀬
小
学
校
と
生
比
奈
小
学
校
の
合
同
運
動
会
が
勝
浦
川
の
河
川
敷

（
星
谷
前
）
で
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
も
な
つ
か
し
い
。

霜
月
の
八
日
（
大
宮
八
幡
神
社
）
と
鶴
会
（
つ
る
え
）
の
鶴
林
寺
の
市
（
い

ち
）
を
み
て
歩
く
楽
し
さ
。
鶴
林
寺
の
住
職
の
鶴
山
の
上
り
下
り
は
「
お
駕
籠
」

で
あ
っ
た
。

思
い
出
す
ま
ま
に
、
昔
の
（
と
言
っ
て
も
昭
和
の
）
勝
浦
の
姿
の
ご
く
一
部

分
を
想
起
し
て
み
た
。

と
に
か
く
、
な
つ
か
し
い
昭
和
の
、
そ
し
て
今
の
郷
土
を
歌
い
残
し
て
お
く

こ
と
が
、
勝
浦
の
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
も
の
と
し
て
、平
成
の
世
に
歌
を
作
っ

て
い
る
勝
浦
の
歌
人
（
う
た
び
と
）
と
し
て
の
大
事
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
し
て
ま
た
、
短
歌
は
誰
に
で
も
作
れ
る
短
文
芸
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

勝
浦
の
過
去
・
現
在
を
歌
い
残
し
て
く
だ
さ
い
。

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

※
な
お
、
十
一
月
一
日
締
め
切
り
の
短
歌
は
、
先
生
ご
指
摘
の
様
に
な
る
べ
く

「
勝
浦
を
歌
う
」
に
し
ま
す
。
こ
の
広
報
の
届
い
て
い
ら
れ
る
県
外
ま
た
は
、
県

内
在
住
の
方
々
の
ご
投
稿
も
お
持
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

宛
て
先

〒
七
七
一
―
四
三
〇
七

勝
浦
町
三
渓
樫
渕

中
田
ヤ
ス
エ
宛

〇
八
八
五
四
―
二
―
四
五
八
三
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

２ 木

健 康 相 談 13:00～14:00

久国集会所 住 民 健 康 手 帳

運 動 教 室 14:00～15:00

８ 水 デイケア たんぽぽの会 13:30～16:30
農村環境改善
セ ン タ ー

会 員

９ 木

健 診 結 果 説 明 会 13:00～14:00

星谷集会所 住 民
健 康 手 帳
健 診 結 果平 賀 院 長 の お 話

「脳血管疾患とその予防について」
14:00～15:00

10 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年３月１日～平成13
年６月30日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

13 月

糖 尿 病 予 防 教 室 12:30～14:00

掛谷集会所 住 民 健 康 手 帳

救急蘇生法について 14:00～16:00

15 水

糖 尿 病 予 防 教 室 12:30～14:00

山西集会所 住 民 健 康 手 帳

運 動 教 室 14:00～15:00

21 火

健 康 相 談 ９:00～10:00

勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

運 動 教 室 10:00～11:00

22 水

健 康 相 談 13:00～13:30

石原集会所 住 民 健 康 手 帳介 護 教 室 13:30～14:30

運 動 教 室 14:30～15:30

24 金 １ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成15年５月１日～平成15
年10月31日までに生まれた子

母子健康手帳

30 木

健 康 相 談 ９:00～10:00

棚野集会所 住 民 健 康 手 帳

運 動 教 室 10:00～11:00

の保健行事 <問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

が
ん
の
自
覚
症
状
は
、
病
気
が
進
行
し
な

い
と
現
わ
れ
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
一
般
的
な
症
状
と
い
わ
れ
て
い
る

「
し
こ
り
」
や｢

出
血｣

は
、
他
の
病
気
に
も

み
ら
れ
が
ち
な
症
状
で
す
。

が
ん
の
場
合
、
何
よ
り
も
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
健
診
な
ど
の
結
果
が

「
要
精
密
」
と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
む

や
み
に
不
安
が
る
こ
と
な
く
、
速
や
か
に
受

診
票
を
持
参
の
上
、
医
療
機
関
で
精
密
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
福
祉
課

保
健
師

二
―
一
五
〇
二

が
ん
検
診
で
精
密
検
査
が

ま
だ
の
人
は
早
く

受
診
し
ま
し
ょ
う
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保 健 だ よ り

定期予防接種の実施について

麻 し ん 風 し ん
３種混合

（百日咳・ジフテリア・破傷風）

２種混合
（ジフテリア・破傷風）

病

状

麻しんウイルスの空気

感染によって起こる病

気で、主症状として発

熱や発疹があります。

また、合併症として気

管支炎や中耳炎、脳炎

を起こすことがあります。

風しんウイルスの空気

感染で起こり、発疹、

発熱などを主症状とし

３日位で治りますが、

合併症を伴うと重症化

することがあります。

百日咳・ジフテリアは飛

沫感染で起こり、破傷風

は傷口から菌が体内へ入

り、菌の出す毒素で、病

気が重症化することがあ

ります。

ジフテリアは飛沫感染

で起こり、破傷風は傷

口から菌が体内へ入り

菌の出す毒素で、病気

が重症化することがあ

ります。

対
象
年
齢
（
定
期
）

１回接種

生後12～90月未満

１回接種

・生後12～90月未満

１期初回・・・３回接種

生後３月～90月未満

１期追加・・・１回接種

生後３月～90月未満

11・12歳

（12歳で受けるのが望

ましい）

百日咳・ジフテリア・

破傷風３種混合の２期

として１回接種

料金 無 料

期間 平成16年９月１日～平成17年１月31日

医療
期間

山西医院・勝浦病院

ただし、１期追加接種

は１期初回接種３回終

了後６か月以上の間隔

をおいて接種

原則として、麻しん

接種後に行うこと

標準的な接種年齢は

生後12～15月ごろ

勝浦町から配布してあるパンフレット・予防接種説明書・予防接種ガイドブック・予防接種券等

を確認の上、定期接種内に受けましょう。

※委託期間以外や対象年齢以外の任意接種となった場合は、次の料金が自己負担となります。

麻しん及び風しん6，000円、３種混合5,000円、２種混合4,500円

※ 接種を受ける場合は予約が必要ですので、あらかじめ上記の医療機関へお申し込み下さい。

なお、勝浦病院の予約受付時間は、午後３時から午後５時までとなっております。

委託期間の後半に集中することが予想さ

れますので、接種はお子さんの体調に合わ

せて、早めに受けましょう。

問い合わせ先

勝浦町福祉課保健師

２－１５０２

麻しん・風しん・３種混合（百日咳・ジフテリア・

破傷風）・２種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接

種を町内医療機関において下記のとおり実施します。
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９月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

九
月
十
八
日

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

９月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

九
月
二
十
一
日

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

九
月
四
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
横
瀬
）

九
月
十
一
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

九
月
八
日

●

九
月
二
十
二
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

（火）

（土）

（水）
（水）

（土）
（土）
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念
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事

十
月
三
十
一
日

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会
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約束 石 田 衣 良

卵のふわふわ―八丁堀喰い物草紙

・江戸前でもなし― 宇江佐真理

半夏生―東京湾臨海署安積班― 今 野 敏

夜のピクニック 恩 田 陸

ザビエルとその弟子 加 賀 乙 彦

Ｈｉｇｈ ａｎｄ ｄｒｙ よしもとばなな

小生物語 乙 一

ねこのばば 畠 中 恵

ふにゅう 川 端 裕 人

釈迦の女―公事宿事件書留帳― 澤田ふじ子

混沌―新・金融腐蝕列島―上・下 高 杉 良

おどろき箱 １ 阿刀田 高

郷愁―サウダーデ― 内海隆一郎

史伝新選組 三 好 徹

奥薗寿子の子どもの朝ごはん 奥 薗 寿 子

育てて味わう！まるごとベリー 国 武 久登

むすぶ―基本から応用まで― 太 丸 伸 章

新着図書の一部紹介
図書館だより

★
お
は
な
し
会

二
十
六
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

一
日
・
八
日
・
十
五
日

二
十
二
日
・
二
十
九
日

★
休
館
日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日

二
十
七
日
・
三
十
日

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の
返
却
本

は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

九
月
の
行
事

電
話
な
ど
で
「
在
宅
で
で
き
る
デ
ー
タ
入
力
の
仕
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
収
入
は
保
証
す
る
」
と
か
「
チ
ラ
シ
配

り
の
代
理
店
に
な
れ
ば
高
収
入
に
な
る
」
な
ど
と
勧
誘
さ

れ
、
高
額
な
商
品
の
購
入
契
約
を
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
収

入
が
な
い
と
い
う
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
内
職
商
法
と
い
う
も
の
で
、
業
者
が
「
仕
事
を

あ
っ
せ
ん
す
る
の
で
、
自
宅
で
簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ
る
」

と
勧
誘
し
、
消
費
者
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
さ
せ
る

も
の
で
す
。

収
入
を
得
る
た
め
に
、
教
材
代
、
登
録
料
、
保
証
金
と

い
っ
た
名
目
で
消
費
者
が
先
に
お
金
を
支
払
う
場
合
は
要

注
意
。
提
供
さ
れ
る
仕
事
の
内
容
、
対
価
な
ど
書
面
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
契
約
し
た
後
で
も
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〇
八
八
―
六
二
三
―
〇
六
一
一

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

消
費
者
の
豆
知
識

⑦

内
職
商
法
に
ご
用
心

法
務
総
合
相
談

日

時

九
月
十
二
日

午
前
十
一
時
～
午
後
四
時

場

所

徳
島
駅
ビ
ル
（
ク
レ
メ
ン
ト

プ
ラ
ザ
五
階
ク
レ
メ
ン
ト
サ
ロ
ン
）

相
談
内
容

登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

人
権
な
ど
に
関
す
る
法
律
一
般

※

相
談
料
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

〇
八
八
―
六
二
二
―
四
一
七
一

（日）

（日）



平
成
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七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
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教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
２ ９ 16

19:30～21:30
木 木 木

踊 り
15 22 29

14:00～16:00
水 水 水

歌 謡
７ 14 21

19:30～21:30
火 火 火

生け花
22 29

19:30～21:30
水 水

大正琴
９ 24 30 木曜 13:00～15:00

金曜 19:00～21:00木 金 木

習 字
３ 10 17

19:00～21:00
金 金 金

まちのうごき

人 口（平成16年７月31日現在）

世帯数 2,113戸

男性 3,211人

女性 3,458人

計 6,669人

出生 男 ２人 女 ５人 計 ７人

死亡 男 １人 女 ４人 計 ５人

転入 男 ６人 女 ２人 計 ８人

転出 男 ９人 女 11人 計 20人

平成16年７月16日～８月15日（敬称略）日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

９月３日

９月10日

９月17日

９月24日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。

２－4652

交
通
事
故
相
談

９月27日

10:00～16:00

（受付時間
15:00まで）

小松島中央会館

小松島市松島町

5-6

08853-2-2030

相談員

川 西 信 敏

問い合せ先

交通事故相談所

徳島県庁１階

088-621-3200

出
張
年
金
相
談

９月９日

10:00～15:00

勝浦町農村環境

改善センター

１階 相談室

持参するもの

年金手帳または

年金証書

各 種 相 談

夜間救急当番表

９月１日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

９月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月５日 山 西 医 院 ２－３０２７

９月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月９日 湯 浅 医 院 ２－２００３

９月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月13日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

９月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月17日 山 西 医 院 ２－３０２７

９月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月21日 湯 浅 医 院 ２－２００３

９月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月25日 山 西 医 院 ２－３０２７

９月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月29日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

◎大正琴は初心者コースもあります。

９月交流講座ご案内

近隣地域との交流事業として、各種講座を次のとおり

開講します。

ご結婚おめでとう

（
大字棚野字西久保

那賀郡那賀川町

平 岡 拓 也
走 川 茉 梨

お誕生おめでとう

大字中角字東山 ）麻 植 雅 昭
満理子

二女 菜
な

都
つ

美
み

二女 ひかる
井 上 純

明 美）大字三溪字樫渕

二女 裕
ゆ

有
う

圭
か中 田 敦 士

美 和）大字久国字久保田

長女 七
なな

海
み樋 口 智 映

真 美）大字生名字平野

長男 拓
たく

海
み寒 山 誠

真奈美）大字棚野字山蔭

二女 遥
はる

香
か泉 和 幸

美 雪）大字三溪字上羽瀬

長男 裕
ゆう

晴
せい吉 田 裕 史

敦 美）大字三溪字甫坂

長女 美
み

映
はゆ寺 尾 貴 志

康 子）大字星谷字大明神

林 治 男 さん（星谷） 米澤よし美 さん（生名）

岡 演 男 さん（久国） 坂 田 芳 美 さん（鴨島町）

山 西 培 夫 さん（三溪） 三 崎 厚 克 さん（中角）

平 尾 嘉 弘 さん（坂本）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。
ありがとうございました。

善意ありがとうございました

おくやみ申します

大字棚野字桧岡 島 シズヱ（87歳）
大字三溪字林 宮 本 豊 久（83歳）
大字棚野字中立川 岩本アキノ（91歳）
大字三溪字樫渕 井出チカヱ（67歳）
大字坂本字久良田 椎 平 歌 子（81歳）
大字中角字研谷 小川キクヱ（77歳）
大字三溪字中村 山 西 守（74歳）
大字坂本字大伏尾 立 石 登（78歳）
大字沼江字神谷 竹 村 理 平（78歳）
大字沼江字天川 橋谷トミノ（97歳）
大字坂本字中谷 林 ハルノ（79歳）

お詫びと訂正
先月号の「おくやみ申します」の掲載に誤りがありました。
林 邦男様（79歳）は誤りで正しくは林 ハルノ様（79歳）
です。ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。
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（月）

（木）

（金）
（金）
（金）
（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（水）


